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要約 

本研究は㸪ፉをᣢࡘ中年ዪ性のㄒりから㸪ዪ性4ୡ代のୡ代性を⪃ᐹしたものである。先⾜研究の多くは㸪３ୡ代を

親子関係の重なりとみなし㸪その重なりからୡ代性の研究を⾜っている。しかし㸪ୡ代性のᚠ⎔というほⅬからは㸪

多くのୡ代の重なり㸪その㐃⥆からୡ代性をとらえるᚲ要がある。本研究の目的は㸪かࡘて育てられた者がどのよう

なୡ代性をཷࡅ㸪ఱをḟୡ代にཷࡂ⥅ࡅたいと思うに至るか㸪そのプࣟセスを᫂らかにすることである。調査ᑐ㇟者

は㸪自らも「ୡ代性」という発達課題に┤㠃している㸪ፉをᣢࡘ中年ዪ性である。調査᪉法は༙ᵓ㐀໬㠃᥋法とした。

ศᯒ᪉法には㸪ࢢラ࢘ンデッࢻセ࢜ࣜー法を用いた。その⤖ᯝ㸪ୡ代性をཷࡄ⥅ࡅプࣟセスにおいてᑐ㇟者は㸪ୡ代

性のᣢࡘᬑ㐢的ഃ㠃とಶู的ഃ㠃をཷࡄ⥅ࡅことが♧され�そして㸪ୡ代性を⧅ࡄプࣟセスにおいては㸪ಶ人のライ

る⤒㦂に置き᥮えることが♧၀された。また㸪2ࡅる自らの⤒㦂を�ୡ代㛫サイクࣝにおࡅサイクࣝにおࣇ のプࣟࡘ

セスの⛣⾜期には㸪「ẕ親」のアイデンテ࢕テ࢕にかかわる⤒㦂が起こり�このような⤒㦂を⤒て�ᑐ㇟者はḟୡ代に

⥅ᢎす࡭きものとして㸪「ឡ」㸪「య」㸪「స業」をᣲࡆることに至ると᥎ᐹされる。 

キー・ワード�ୡ代性㸪プࣟセス㸪ライࣇサイクࣝ㸪ࢼラテࣈ࢕アプࣟーࢳ㸪アイデンテ࢕テ࢕  

 

Ⅰ 問題と目的 

 平ᆒᑑ࿨のᘏびに伴う高㱋໬♫఍の฿᮶は㸪ୡ

代㛫の関係性にも大きくᙳ㡪する。たとえࡤ㸪中

年期におࡅる発達課題である「ୡ代性」が㸪高㱋

期においても重要な発達課題であり（Cheng㸪
2009）�ᬌ፧໬により高㱋期になっても㸪親役๭

が⤊஢しない傾向が㢧著である。このように一ࡘ

のୡ代の発達課題が㸪」ᩘのୡ代にまたがってᏑ

在することは㸪ୡ代㛫の関係性の」㞧໬がᠱ念さ

れ㸪⸨ᓮ（2000�㸪ᵽཱྀ（2007）は͆親子関係の

長期໬・重ᒙ໬・⣼✚໬͇と論じている。 

 ୡ代の関係性を⪃えたとき㸪その᭱もཎึ的ഃ

㠃は㸪࿨をࡘなࡄということである。そして㸪ཷ

࿨を「育てる̿育てられる」という営みࡔいࡘࡅ

を㏻じ㸪㞄り合う」ᩘのୡ代が⤖び付ࡅられてい

る（㪒ᒸ�2010）。したがって㸪昨今の♫఍᝟ໃを

㚷みたとき㸪この「育てる̿育てられる」関係の

「ᚠ⎔性」を⪃えることが㸪㠀常に重要になって

くる。㣴育をࡄࡵるୡ代㛫のᚠ⎔性を⪃ᐹするに

あたり㸪多くの♧၀を与えるものが㸪「育てる」「は

ୡ代性」ࡴをそのᴫ念の中にྵ「ୡヰ」「ࡴくࡄ

（Generativity）」（Erikson㸪1964/1971）である。 

 Erikson は㸪自㌟のライࣇサイクࣝ論

�1982/2001�の中で㸪͆「自己᏶⤖性」をᣢࡘಶ人

のライࣇサイクࣝと㸪「ୡ代㐃㙐性」のライࣇサイ

クࣝとを⤖びࡅࡘるものが㸪「ୡ代性」である。͇

と㏙࡭ているが㸪「ୡ代性（Generativity）」とい

う用ㄒ自య㸪generation（ୡ代）と generate（生

みฟす）とを᥃ࡅ合わせたEriksonの㐀ㄒで㸪子

Ꮮを生みฟすこと㸪生⏘性㸪創㐀性といったᴫ念

をໟྵする（Erikson㸪1950/1977）。 
このような多⩏的な「ୡ代性」のᴫ念をᩚ理し

たのは㸪McAdams & Aubin�1992�である。ᙼら

は㸪ୡ代性の動ᶵ࡙ࡅとして㸪ෆ的ᕼồ（ಶ人の

ෆ㠃を✺き動かすᙉいᕼồ性）と文໬的要ㄳ（ಶ

人が期待される♫఍㈉献や♫఍的㈐௵）を♧し㸪

これらに動ᶵ࡙ࡅられ㸪ୡ代性の関心がႏ起させ

られるᴫ念ࣔデࣝをసった。これにより㸪「生Ṫ性」
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のഃ㠃に೫りがちであったୡ代性研究が大きく㌍

進したといわれる（⏣ῲ㸪2010）。 
 そのᚋ᪂しい理論を展開させたのは㸪

Bradlry&Marcia（1998）である。ᙼらは㸪中高

年者のୡ代性の意㆑やែᗘを㸪自己に向いている

か㸪௚者に向いているかで㸪関心と⾜動をᇶ‽に

 。のタイプにศ㢮したࡘ5
 本㑥におࡅるୡ代性の研究は㸪Ḣ⡿にẚ࡭ᑡな

く㸪୸ᓥ（2005）は McAdamset al.�1992�のᴫ

念ࣔデࣝをもとに㸪᪥本ㄒ∧ୡ代性関心ᑻᗘを㸪

そのᚋ㸪本㑥の文໬的⫼ᬒを⪃៖した質問㡯目を

㏣ຍして㸪改ゞ∧ୡ代性関心ᑻᗘをస成した（୸

ᓥ・᭷ග㸪2007）。 
ᇼẟ（2008）は୸ᓥら（2007）のᑻᗘを用いて

中高年者のୡ代性を ᐃし㸪ୡ代性は中年期より

も高㱋期に高くなると報告している。 
 ୵ᓮ（2005a㸪2005b）は㸪ḟୡ代を育みたい

という広⩏なୡ代性が㸪思᫓期にはすでにᏑ在し

ているとして㸪ḟୡ代育成ᑻᗘをస成した。 

ୡ代性研究の中でも㸪ẕ子関係に╔目した研究

を�やま（1988）ࡔがイ࣓ーࢪ⏬を用いて⾜い㸪

す山（2011）は㸪ྠじくイ࣓ーࢪ⏬を用いて㸪配

置に現れる♽ẕ㸪ẕ㸪ፉの3者関係からୡ代性研

究を⾜っている。先⾜研究の多くが㸪1 ಶ人のୡ

代性に↔Ⅼをᙜてているのにẚ࡭㸪」ᩘのୡ代の

関係からୡ代性の生成を⪃ᐹしたところはᴟࡵて

意⩏῝いといえる。しかし㸪ୡ代の関係から⥅ᢎ

されるୡ代性は㸪༢に㣴育⾜動ࡅࡔを指すのでは

なく㸪「ᐙ᪘を㣴う㸪ୡヰする」などᐙᗞ生活඲⯡

にཬࡪと⪃えられる。 

また㸪先⾜研究の多くは㸪1 の時Ⅼからの調ࡘ

査にとどまる。๓掲のす山（2011）の研究は�ᗂ

ᑡ期㸪現在㸪ᮍ᮶と3時Ⅼをもうࡅているが㸪ᑐ

㇟者をፉୡ代としているたࡵ㸪ୡ代性のཷࡅᡭと

してのプࣟセスにとどまり㸪ୡ代性を発᥹する�

ᡭとしてのプࣟセスがわからない。ୡ代のᚠࡂ⧄

⎔性を⪃ᐹするには�このཷࡅᡭと⧅ࡂᡭ཮᪉の

プࣟセスを୎ᑀに見ていくᚲ要があると⪃える。 

このような�ཷࡅᡭあるいは⧅ࡂᡭとなったಶ

人のయ㦂プࣟセスには㸪そのಶ人の⎔ቃからのᙳ

㡪がண᝿されるが㸪このⅬにࡘきMcAdams et al.
はḟのように論じている。͆ୡ代性は㸪ಶ人の置か

れた♫఍的・Ṕྐ的文⬦により㸪ᅛ᭷のᵝᘧを見

せ（McAdams, Aubin & Logan , 1993）͇ �͆ その

ᅛ᭷のᵝᘧは㸪ಶ人のᢕᥱやᵓ成の௙᪉すなわち

物ㄒられ᪉に現れる（McAdams et al., 1992）͇。 

これらを⥲ᣓして本研究の目的を㏙࡭る。本研

究は先⾜研究で見られた♽ẕ・ẕ・ፉの3ୡ代を

4 ୡ代に広ࡆ㸪ୡ代性という発達課題に┤㠃して

いる中年ዪ性を中心として㸪ୡ代の重なりからୡ

代性を⪃ᐹしようというものである。 

2 のࡘ 3 ୡ代を設ᐃすることにより㸪๓者でᑐ

㇟者の�ୡ代性のཷࡅᡭとしてのプࣟセスを㸪ᚋ者

で�ୡ代性の⧅ࡂᡭとしてのプࣟセスを⪃ᐹする。

またཷࡅᡭから⧅ࡂᡭに至る㸪⛣⾜期にはどのよ

うなಶ人的య㦂があり㸪それがୡ代性に�どのよう

なᙳ㡪をཬࡰすのかを⪃ᐹしたいと⪃える。 

 育てられた者が㸪」ᩘのୡ代の関係性の質やそ

れࡒれの㣴育⎔ቃの中で㸪どのようなୡ代性をཷ

たいࡂ⥅ࡅ㸪長い時㛫を⤒て㸪ఱをḟୡ代にཷࡅ

と思うに至るか㸪それをプࣟセスとしてᤊえなお 
すことが本研究の目的である。 
 そのプࣟセスは㸪ᗂᑡ期から中年期までであり㸪

およそ人生の༙ศにあたる。長期時㛫ᯟの中で㸪

きୡ代性とし࡭ࡄ⥅ୡ代性を㸪今ᗘはࡔい⥅ࡅཷ

てᵓ⠏しなおす⾜⛬を⤒ることが᥎ᐹされる。し

たがって๓㏙の McAdams et al.の指᦬にೌい本

研究の調査᪉法としてはࢼラテࣈ࢕アプࣟーࢳが

ጇᙜであると⪃えられる。  
さらに本研究は㸪ୡ代性というᴫ念の中᰾をな

す㸪㣴育性に╔目した研究であるが㸪༢なる㣴育

⾜動にとどまらず㸪ᐙᗞ生活඲⯡をど㔝に入れた㸪

ୡ代性を᥈⣴するところに本研究の⊂自性がある。 
ここで㸪本研究で᫂らかにするୡ代性のᐃ⩏を

᫂☜にしておきたい。ᒸ本（2007）はErikson の
Generativityを㸪「ୡ代性」とヂし�͆ 達成された
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表㸯 ࣗࣅࢱࣥ࢖ー࢞࢖ド 

自らのアイデンテ࢕テ࢕でもって㸪௚者を支え育

てること͇とᐃ⩏している。本研究ではこれに‽

じることとする。 

このᐃ⩏にᚑえࡤ㸪「ୡ代性」が達成されるたࡵ

の特質として㸪͆ձ௚者へのアイデンテ࢕テ࢕のᢞ

௻（☜❧されたアイデンテ࢕テ࢕でもって௚者へ

コミットすること）ղ↓ᡃ性（自己中心的ではな

い௚者への関心と関与）͇が୙ྍ欠の要⣲としてᣲ

 。られる（ᒸ本� 2007）ࡆ

 

Ⅱ 方法 

1.予ഛ調査 

平成27年5月㸪㒔ෆබ共᪋設や➹者自Ꮿにて㸪 
50代の中年ዪ性2人を調査ᑐ㇟者とし㸪ፉの子育

てをࡄࡵるẕ㸪ᑐ㇟者㸪ፉ3ୡ代のかかわりを中

心に㸪⪺き取り調査を実᪋した。ẕは 70 代ᚋ༙

から 80 代であり㸪ፉは 10 代ᚋ༙から 20 代๓༙

であった。 

 

2.本調査にྥ࡚ࡅの෌᳨ウ 

ணഛ調査において㸪調査ᑐ㇟者のグ᠈に᭕᫕さ 

が見られた。またインタビࣗー中㸪ᑐ㇟者のẕ親

の࿧⛠が㸪⤫一されていなかったたࡵ㸪☜ㄆをし

た場㠃が㢖⦾にあった。これらの問題Ⅼを㋃まえ㸪

本調査では㸪ᑐ㇟者のグ᠈の᝿起をຓࡅ㸪㏲ㄒの

ෆᐜを᫂☜にするたࡵ㸪事๓にイ࣓ーࢪ⏬をస成

させた。そして㸪それらをインタビࣗーガイࢻの

補ຓとして౑用した。  

3.本調査 

1）調査時期 

平成27年5月から11月まで⾜った。 

2）調査場ᡤ 

➹者自Ꮿや大学ᵓෆ㸪㒔ෆ㏆㑹のබ共᪋設であ

った。 

 3）調査ᑐ㇟者 

中年期のዪ性8人であった。年㱋ᒙのෆヂは40
代 3 人㸪50 代 5 人であった。⫋業は㸪බ務員 1
人、ᑠ学ᰯ㠀常໅ㅮᖌ 1 人�学習ሿㅮᖌ 1 人㸪自

営業 1 人㸪↓⫋（専業୺፬）4 人であった。㒔ෆ

㏆㑹のᆅ᪉㒔ᕷに在ఫするものが3人㸪㒔ᕷ㒊に

在ఫするものは5人であった。ᑐ㇟者のẕ親は60
代1人㸪70代4人㸪80代3人であった。⫋業は㸪

Ⲕ㐨教室教授1人㸪ࣃートᚑ業員1人㸪↓⫋（専

業୺፬）6 人であった。また㸪ፉの年㱋ᒙは㸪10
代 2 人㸪20 代 6 人であった。⫋業はいずれも大

学生である。ḟにᑐ㇟者のうち㸪ᗂᑡ期に♽ẕと

ྠᒃをしていたものは 1 人であり㸪7 人はูᒃで

あった。現在ẕとྠᒃをしているᑐ㇟者は1人で

あり㸪7人はูᒃであった。 

 4）調査時㛫 

 1人ᙜたりおおよそ60ศから100ศを要した。 

 5）研究のㄝ᫂および倫理的配៖ 

 調査実᪋にᙜたっては研究の㊃᪨㸪プライࣂシ

ーのಖㆤ㸪倫理㠃の配៖にࡘいて༑ศなㄝ᫂を⾜

い஢解をᚓた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㡿ᇦ ▱りࡓい஦᯶ ලయ的࡞㉁問

㸽࠿ࡓし࡛ࡀ࠿い࡚ࡳᥥい࡚ە

㸽࠿すࡲとはありࡇࡓẼ࡙い࠿ఱە

とࡇࡓࢀࢃと，ゝࡇࡓࡗࡽࡶ࡚ࡗࡸ，㸽ᛮいฟ࠿ࡓ方࡛し࡞ࢇ࡝はࢇࡉあࡤ࠾ە

ードࢯࣆ㸱人࡛のᛮいฟの࢚ە

㸽࠿ࡓしࡲりࢃ変࡭とẕぶの関係はᗂᑡ期と比ࡓ࡞と♽ẕ，あࡓ࡞ፉ時௦，あࡸᛮ᫓期ە

自分にと࡚ࡗẕぶは࡞ࢇ࡝Ꮡᅾに࠿ࡓࡗ࡞ とは㸽ࡇࡓࡗࢃ変ࡶとの関係࡛᭱ࢇࡉẕ࠾とࡓ࡞ฟ⏘し࡚あە

ፉと自分のẕぶとの関係性 㸽࠿りࢃ࠿࠿࡞ࢇ࡝りはࢃ࠿࠿ፉと自分のẕぶとのە

子⫱࡚のࡸり方は⥅ᢎし࡚い࠿ࡃ とは㸽ࡇࡓとをし࡚いるࠖと感じࡇẕぶとྠじࠕ࡛࡚⫱自分の子ە

のはࡶい࡞ࡃࡓࡂ⥅ࡅཷ とは㸽ࡇࡓと感じ࠺と，自分と㐪ࡇࡓࡗいᅔࡽࡶ࡚ࡗ子⫱࡚を手ఏە

ẕ子㸱ୡ௦࡬のព㆑ 㸽࠿すࡲᛮいはあり࠺㸱ୡ௦といࡽࢀࢃ，一ẁⴠࡶ࡚⫱子ە

子⫱࡚ࡽ࠿௓ㆤの⛣行時期 とࡇ࠺ᣢ࡚࡚ᛮࡀ自分の時㛫ە

㸽࠿すࡲい࡚ࡗにᛮ࠺のよ࡝はࢇࡉをୡヰする❧ሙ，ፉࢇࡉẕ࠾今度はە

　ሙ合㸽࡞ࢇ࡝とはࡇと᝿ീするࡽࡓࢀࡲ生ࡀፉに子౪ە

のは㸽ࡶࡔい⥅ࡅཷࡶの　自分ࡶいࡓࡂ⥅ࡅፉにཷࡀ自分ە

のは㸽ࡶࡓࡗの子⫱࡚とඹにあࡓ࡞あە

ፉࡀ成人期とࡓࡗ࡞

ᑗ᮶の自分ࡕࡓ のࡶࡓ手にしࡀࡓ࡞の，あࡶࡃい࡛い⥅ࡅཷ

記᠈の୰の㸱者の関係性

ᥥい࡚いるときの感᝟，Ẽ࡙きᥥ⏬

ᗂᑡ期，ᛮ᫓期

ፉࡀ生࡚ࢀࡲẕと࡞る
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6）調査ᡭ㡰 

まず㸪ᑐ㇟者には事๓にイ࣓ーࢪ⏬をస成して

もらう。イ࣓ーࢪする時期は㸪ᑐ㇟者のᗂᑡ期㸪

ፉのᗂᑡ期㸪現在㸪ᮍ᮶である。イ࣓ーࢪするෆ

ᐜは㸪ᑐ㇟者とẕ親およびፉ㸪3 者のかかわりに

いては㸪ࡘいてである。ᑐ㇟者がᗂᑡの時期にࡘ

ᑐ㇟者の♽ẕとẕ親㸪そして㸪ᑐ㇟者とのかかわ

りにࡘいてのイ࣓ーࢪを㸪ᥥ⏬してもらう。補㊊

のㄝ᫂文は㸪自⏤グ㏙であり㸪グ㏙があった場合

には㸪ㄒりにྵࡴものとする。用いる➹グලは自

⏤であり㸪ᙬⰍもᑐ㇟者の自⏤⿢㔞とした。ᥥき

⤊わった⏬は㸪㠃᥋開ጞ๓にᅇ཰し㸪ᥥかれた時

期や場㠃にἢって㸪インタビࣗーガイࢻ（表 1）
をもとに༙ᵓ㐀໬㠃᥋を実᪋した。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.分析 

㏲ㄒ㘓をస成しࢢラ࢘ンデッࢻセ࢜ࣜー法

�Strauss&Corbin, 1990�に๎りศᯒを⾜った。 

 

Ⅲ 結果 

 ーと概ᛕ図ࣜࢦࢸ࢝.1 

ศᯒの⤖ᯝ㸪5の上఩カテࣜࢦーと11の中఩カ

テࣜࢦー㸪27のୗ఩カテࣜࢦーをᚓた。表2は上

఩カテࣜࢦーと中఩カテࣜࢦー㸪およびୗ఩カテ

のᩘをᑐ応させたものである。こࢻーにコーࣜࢦ

れをもとにస成したᴫ念ᅗ㸪「ୡ代のかかわりから

みたಶ人のయ㦂プࣟセス」をᅗ1に♧す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表㸰 ୖ位࢝ࣜࢦࢸー，୰位࢝ࣜࢦࢸー，下位࢝ࣜࢦࢸー，下位࢝ࣜࢦࢸーࢥード数 

上位カテゴリー 中位カテゴリー 下位カテゴリー ードの数ࢥ

Ζͣ״ଶ͠Ηͱ͏͵͏ͳغ 4
͍͘ΔΌΖ๏ֺ͗ 3
෵ܐؖ͵ࡸ੓͹஦Ͳүͯ 4

௩ΊΝ์͓Ζ 6

҈ৼ״ͶใΉΗͱ͏Ζ 3

ઊଲదଚࡑ 3

รԿ͖͑޴΃֐ 4

಼ଈͶ͖͑޴รԿ 3

ඁΌͱ͏ͪ͏ࢧ 3

Ν༽қڧүͱ͹؂ࢢ ͱ͢΍Δͮͪ 5

Ζ༙ͤڠΝڊүͱͲ฾ͳգࢢ 1

҈ৼ ͱ͢฾਎Ͷ͵ͮͱ͏͚ 4

Ͷ͵Ζືە͗ܐؖ 5

Ί͵͚ླྀΗକ͜Ζٵ 2
॑͵Ζ 2
͹͸ͣΗܐؖ 3

ҡ෾͢֐ࢢ 2

⼥性性 ঃͳ ͱ͢࿊͵Ζͳ͏͑͞ͳ 6

⽣のほとばしり ਫ਼͹Άͳͻ͢Ε 6

฾ͳ͹ଲ݀ 2

Ͷ͖͢Ͳ͘͵͏͞ͳࢴ 4

੓͹஦Ͳࣙ෾͹ཱིͬҒ஖ΝஎΖܐؖ 3

ͨΗͩΗ͗ෝ͑΄͘ࣆ࢕ 2

घΝ࢘ͮͪ฽Δ͢ 2

DNA '1$ 2

࣌Ѭ 5

ਫ਼ͪ͘͏ͳ͏͑ཋٽ 2

波動

胎動

誕⽣

宝

依存と黙従

愛とエネルギー

いたたまれない

動と靜

⺟性が育つ器

世代の⼒動

私はここにいるという体験

作業

⼼の拠り所
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 ࠙ᐆࠚӐ作業ӑ＜そࡀࢀࡒࢀ㈇࡭࠺き௙஦＞ ࠙Ἴ動ࠚ
࠙ㄌ生ࠚӐ⚾はࡇࡇにいるとい࠺య㦂

＜外࠺࠿ྥ࡬変໬＞ 

Ӑい࡞ࢀࡲࡓࡓいӑ＜③ࡳをᢪえる＞

＜」㞧࡞関係性の୰࡛⫱ࡘ＞ 

࠙㯲従ࠚ 

Ӑ動と㟼ӑ 

＜内ഃ࠺࠿ྥ࡬変໬＞ 

＜⛎め࡚いࡓᛮい＞ 

࠙౫Ꮡࠚ 

Ӑᚰのᣐりᡤӑ＜⤯対的Ꮡᅾ＞ 

＜安ᚰ感にໟ࡚ࢀࡲいる＞ 

࠙ᐆࠚӐឡと࢚ࢿルࢠーӑ 

＜期ᚅ࡚ࢀࡉい࡞い＜あきࡽめる方ࡀ楽＞ 

＜ឿឡ＞ 

＜子⫱࡚࡛ẕと㐣ཤをඹ有する＞

＜子⫱࡚の⎔ቃを⏝ពし࡚ࡓࡗࡽࡶ＞ 

＜安ᚰし࡚ẕぶに࡚ࡗ࡞いࡃ＞ 

＜⚾にし࡛࠿き࡞いࡇと＞ 

＜ẕとの対Ỵ＞

Ӑୡ௦の力動ӑ 

Ӑዪ性性ӑ

＜␗分子外し＞ 

＜関係のࡡじࢀ＞ 

＜生きࡓいとい࠺ḧồ＞ 

Ӑ生の࡯とࡤしりӑ 

＜関係ࡀ⥭ᐦに࡞る＞＜ఇࡃ࡞ࡳὶࢀ続ࡅる＞ 

＜重࡞る＞

＜ዪとし࡚㐃࡞るといࡇ࠺と＞

＜関係性の୰࡛自分の❧ࡕ位⨨を▱る＞ ࠙ᐆ ＜DNA＞ࠚ

Ӑ作業ӑ＜手を౑ࡓࡗᬽࡽし＞ 

Ӑẕ性ࡘ⫱ࡀჾӑ 

࠙⫾動ࠚ 

     ⏝ー  変໬       影響       対比       ┦஫作ࣜࢦࢸー ＜ ＞下位࢝ࣜࢦࢸー Ӑ ӑ୰位࢝ࣜࢦࢸ位࢝ୖࠚ ࠙

 
 

 

 

2.඲యീとし࡚のࢺࢫーࣜーࣛࣥ࢖  

 生成されたカテࣜࢦーと㸪それらの関㐃による

ಶ人のయ㦂プࣟセスのᴫ念ᅗを㸪௨ୗに♧すスト

ーࣜーラインにまとࡵた。なお㸪上఩カテࣜࢦー

は࠙ ࣜࢦーはӐ ӑ㸪ୗ఩カテࣜࢦ㸪中఩カテࠚ 

ー㸺 㸼で♧した。また㸪ᑐ㇟者を「⚾」に置き

᥮えた。 

 ᗂᑡ期には㸪ẕや♽ẕとのかかわり㸪自㌟の㣴

育⎔ቃからᵝ々なㄒりが見られた。 

㸺⤯ᑐ的なᏑ在㸼であるẕや♽ẕに㸪Ӑ心のᣐ

りᡤӑとして࠙౫Ꮡࠚしながらも㸪いち᪩く㸺期

待されていないと感じる㸼ᐹ▱や㸪ྠ⬊のうち自

ศࡅࡔཝしくᙜたられたことで㸺あきらࡵる᪉が

ᴦ㸼と達ほをしていた。 

また㸪♽ẕの生い❧ちは㸪㸺」㞧な関係性の中

で育ࡘ㸼ことを意㆑させ㸪それは時として㸺③み

をᢪえる㸼こととなった。また㸪㸺⤯ᑐ的Ꮡ在㸼 

は㸺Ᏻ心感にໟまれている㸼感ぬを与える一᪉で㸪 

 

 

 

୙動のᏑ在であり㸪子どもの↓力感からఱとかし 

たいࡅれどもできない㸪Ӑいたたまれないӑ気ᣢ

ちで⎔ቃに࠙㯲ᚑࠚしていた。 

そのような中から㸪思᫓期や㟷年期を迎える時

期に㸪ኚ໬が起こってくる。ヂもなくす࡭てのこ

とが気に㣗わないで㸪ẕや♽ẕに཯ᢠしたり㸪実

㝿にᐙを㣕びฟしたり㸪または㸪࿘ᅖのホ౯で自

ಙをࡅࡘ㸪自ศがฟせるようになる。これらのኚ

໬は㸺እへ向かうኚ໬㸼である。㸺ෆഃに向かう

ኚ໬㸼もあり、これは気࡙きと࿧࡭るものである。

生活するということが㸪いかに大ኚなことかわか

ったり、ẕの┿意に気࡙いたりしている。 

このように㸪この時期のኚ໬というのはӐ動と

㟼ӑのᑐẚがある。しかも㸪ኚ໬は㸪これࡅࡔで

は⤊わらず㸪ᚋで起きるฟ᮶事にその࠙Ἴ動ࠚを

ఏえ㸪ᚋのฟ᮶事では᣺り㏉りのㄒりが見られた。

特に㸺⛎ࡵていた思い㸼はᚋのయ㦂とᑐにしてㄒ

られた。 

図㸯 ୡ௦のࢃ࠿࠿りࡓࡳࡽ࠿個人のయ㦂ࢫࢭࣟࣉ
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やがて㸪⤖፧・ฟ⏘を⤒㦂する。ẕ親にፉの㣴

育をᡭఏってもらうことで㸪一気に᥋ゐが多くな

る時期である。よりⰋい㸺子育ての⎔ቃを用意し

てもらった㸼ことを感ㅰし㸪㸺子育てでẕと㐣ཤ

を共᭷する㸼ことでわࡔかまりをなくしたり㸪進

Ṍを感じていた。中には㸪まࡔ♽ẕが೺在の場合

もあり㸪このようなୡ代のࡘながりをӐẕ性が育

ჾӑのように感じ㸪ここで㸺Ᏻ心してẕ親になࡘ

っていく㸼Ᏻሚ感を㏙࡭た。  

しかし㸪この時期はẕୡ代も子育てを⤊えてお

らず㸪ୡ代㛫で子育てが㸺ఇみなくὶれ⥆ࡅる㸼。

親子ࡺえに㸺重なる㸼感じは㸪㸺関係が⥭ᐦにな

る㸼と㸺関係のねじれ㸼や㸺␗ศ子እし㸼をᣍく。

この時期にӐୡ代の力動ӑが活発໬しているᵝ子

がわかる。 

また㸪ྛୡ代がӐዪ性性ӑで㐃なることは㸪㐃

ᖏ意㆑を高ࡵる。しかし㸪この時期の♽ẕ力のࣂ

イタࣜテ࢕ーは㸪Ӑ生の࡯とࡤしりӑのようにᫎ

っている。㣴育者の役๭がẁ々とᯈにࡘき㸪ୡ代

஺代もண᝿させる࠙⫾動ࠚの時期である。 

 ḟは㸪子育ての中でᝎみ㸪㏞いӐ⚾はここにい

るというయ㦂ӑをする時期である。㸺ẕとのᑐỴ

㸼は㸪ある意࿡㸪ፉ時代とのỴูでもある。㸺⚾

にしかできないこと㸼は「ẕ親」としてのぬᝅを

㏕られていた。㸺関係性の中で自ศの❧ち఩置を

▱る㸼こともྛୡ代のかかわりの中で自ศのᏑ在

意⩏にゐれるయ㦂であった。それは㸪᪂しい⚾の

࠙ㄌ生ࠚである。 

 ᑗ᮶㸪ḟୡ代にཷࡂࡘࡅたいと思っているもの

として㸪Ӑస業ӑにかかわることや㸪ӐDNAӑ 㸪

Ӑឡと࢚ࢠࣝࢿーӑに関㐃したことをᣲࡆた。♽

ẕやẕからは㸪人には㸪㸺それࡒれが㈇う࡭き௙

事㸼があり㸪㸺ᡭを౑ったᬽらし㸼は㌟をຓࡅる

ことを教えられ㸪㸺ឿឡ㸼や๓向きさ㸪㸺生きた

いというḧồ㸼を学んࡔと㏙࡭た。 

㸺DNA㸼は㸪ᡃ が㌟の᰿ᗏにὶれている⾑➽を

ᐈほ的にとらえ㸪ඖ々の性᱁やⒷがఝてきたこと

にẕや♽ẕとの⧅がりを感じていた。そして㸪こ

れらはす࡭て㸪現在の⚾をᙧసっているものとし

て㸪かࡅがえのない࠙ᐆࠚとしていた。 

 

3.ୡ௦のࢃ࠿࠿りࡓࡳࡽ࠿個人のయ㦂ࢫࢭࣟࣉ 

ここでは㸪ᅗ1で♧したୡ代のかかわりからみ

たಶ人のయ㦂プࣟセスを㸪2 期にศࡅ๓༙をୡ代

性のཷࡅᡭとしてのプࣟセス㸪ᚋ༙をୡ代性の⧅

れの⾜⛬を㸪ࡒᡭとしてのプࣟセスとし㸪それࡂ

ྛカテࣜࢦーのᐃ⩏にゐれながらヲ㏙した。カテ

ーはࣜࢦーを౑用した場合には㸪上఩カテࣜࢦ

 ࠙ ーࣜࢦーはӐ ӑ㸪ୗ఩カテࣜࢦ㸪中఩カテࠚ

を㸺 㸼で♧した。なお㸪ㄒᑿのኚ໬がᚲ要な場

合は（ ）にて➹者が補い㸪ᑐ㇟者を「⚾」とし

た。 

 

1）ୡ代性のཷࡅᡭとしてのプࣟセス 

 この時期は㸪࠙ ౫Ꮡ 㸪ࠚ࠙ 㯲ᚑ 㸪ࠚ࠙ Ἴ動 というカࠚ

テࣜࢦーで⧳ࡵられる㡿ᇦであり㸪およそᅗのᕥ

༙ศにあたる。ಶ人ライࣇサイクࣝで言えࡤ㸪ᗂ

ᑡ期から思᫓期および๓㟷年期である。 

この時期は一ᵝに㸪ẕや♽ẕに⫼㈇われたグ᠈

や㸪Ᏺられているという感ぬをᣢっており㸺Ᏻ心

感にໟまれた�ている�㸼ᗂᑡ期を㏦っていた。 

ẕや♽ẕのᏑ在はいࡘもኚわらず㸪⤯ᑐ的なӐ

心のᣐりᡤӑになる一᪉で、その⤯ᑐ性ࡺえに㸪

ホ౯は気がかりになる。ຎ等感や⨥ᝏ感を感じた

り㸪඗ጒによるᢅわれ᪉の᱁ᕪは㸪⚾には⹢ࡆら

れたとᫎり㸪㸺あきらࡵ�る᪉がᴦ�㸼の気ᣢちへ

とኚわっていった。 

特に㸪自ศの㣴育をࡄࡵるẕと♽ẕの意見の㣗

い㐪いや㸪大ᐙ᪘の中での㌵㎚㸪ẕ親のⱞቃは㸪

③みを伴うものであった。子どもの↓力感ࡺえ�

ᒃるにはᚸびないがᒃるしかない≧ἣを表すカテ

 。ーとして㸪Ӑいたたまれないӑとしたࣜࢦ

ここで特ฟす࡭きは㸪ୗ఩カテࣜࢦーのコーࢻ

ᩘである。Ӑ心のᣐりᡤӑのୗ఩カテࣜࢦーであ

る㸪㸺Ᏻ心感にໟまれている㸼㸪㸺⤯ᑐ的Ꮡ在㸼

はいずれもコーᩘࢻが3であるが㸪ㄒりはどれも
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これらのコーࢻෆにศ㢮されるものであった。一

᪉㸪Ӑいたたまれないӑのୗ఩カテࣜࢦーである

㸺期待されていないと感じる㸼㸪㸺あきらࡵる᪉

がᴦ㸼㸪㸺」㞧な関係性の中で育ࡘ㸼㸪㸺③みを

ᢪえる㸼は㸪それࡒれの㣴育⎔ቃにより㸪多✀の

コーࢻをෆໟしそのᩘも多い。 

したがって㸪このような㣴育⎔ቃは㸪㣴育を与

えてくれるୡ代をӐ心のᣐりᡤӑとし࠙౫Ꮡࠚし

ながらも㸪Ӑいたたまれなさ（い）ӑを感じࡘࡘ㸪

ᚑっているとして㸪࠙ 㯲ᚑࠚと表した。 

このような中から�思᫓期௨㝆ኚ໬が起こって

くる。㸺እへ向かうኚ໬㸼ならࡤ㸪ẕや♽ẕのホ

౯ではない㸪ୡ㛫のホ౯を▱って㸪自ศがฟせる

ようになる。また㸪す࡭てが気に㣗わずᐙ᪘との

఍ヰを㑊ࡅ㸪ᐙを㣕びฟすなど㸪実㝿に自ศが起

こす⾜動がある。඗の⊂❧をきっかࡅに㸪ẕ親と

の఍ヰをጞまったなども㸪⎔ቃがኚわったたࡵに

起こるኚ໬である。㸺ෆഃへ向かうኚ໬㸼は㸪♽

ẕやẕへのᐈほ的どⅬである。例えࡤ㸪⤯ᑐ的ࡔ

と思っていた♽ẕやẕにも㸪ᙅⅬがあるとわかっ

たり㸪ẕ親は㸪ឡ᝟表現がⱞᡭで⚾が␯ましいわ

ではないと⣡ᚓしている。また㸪生活していくࡅ

ことのⱞປを▱って生活者のどⅬからẕや♽ẕと

の関係をとらえられるようになったことも気࡙き

といえる。㸺⛎ࡵていた思い㸼は㸪ẕや♽ẕの置

かれた≧ἣやⱞປを⪃えると㸪ᡃ៏せࡊるをᚓな

かった㸪཯ᢠしてみたかったࡅどできなかった㸪

という思いである。ᚋで展開されるయ㦂をྵ⵳し

て㸪཯ᢠ期が㐜くやってきた㸪と関㐃࡙ࡅるㄒり

もあった。 

また中には㸪思᫓期㸪๓㟷年期㸪ẕや♽ẕとの

かかわりにࡘいては㸪ㄒる࡭き事᯶が↓いという

場合もあった。 

 したがって㸪これらのኚ໬の質的な相㐪から㸪

中఩カテࣜࢦーをӐ動と㟼ӑとした。さらに㸪こ

れらのኚ໬は㸪ᚋで展開されるẕ㸪⚾㸪ፉの関係

性のኚ໬にもᙳ㡪をཬࡰした。そのたࡵ目に見え

ず㸪ኚ໬のண඙をఏえるものとして㸪࠙Ἴ動 といࠚ

うᴫ念を上఩カテࣜࢦーにおいた。 

 2）ୡ代性の⧅ࡂᡭとしてのプࣟセス 

 この時期は㸪࠙ ⫾動 㸪ࠚ࠙ ㄌ生 㸪ࠚ࠙ ᐆ からὴ生すࠚ

る㡿ᇦである。ᅗ 1 のྑ༙ศにあたるが㸪࠙ ᐆࠚ

はᕥの㡿ᇦに関㐃付ࡅて♧されている。ಶ人のラ

イࣇサイクࣝでは㸪配അ者をᚓてから中年期を迎

えた現在までである。実㝿に㸪㣴育性を発᥹して

いる時期であり㸪ፉୡ代の成長により自㌟の子育

てを᣺り㏉っている時代といえる。 

 ፉがᗂᑡの㡭は♽ẕが೺在な場合もあり㸪㢗り

がいのあるẕと♽ẕで㸪ᡃがᐙを୸ࡈとໟみ㸪時

にはፉにとってᛧいᏑ在でいてくれたことで㸪㸺

Ᏻ心してẕ親になっていく㸼。また㸪⤖፧ᚋも௙

事を⥆ࡅていた者には㸪㡸かってもらえたからこ

そ㸪௙事が⥅⥆できたのであり㸪㸺子育ての⎔ቃ

を用意してもらった㸼ことへの感ㅰが多く㏙࡭ら

れた。子育てを㏻じてẕ親とⱞປをศࡅ合う中に

は㸪㐣ཤに一ᗘ㐼㐝した場㠃もあり㸪ẕ親が発し

た言ⴥから㸪㐣ཤのẕ親の本ᙜの気ᣢちを▱る⤒

㦂もしていた。 

このように㸪㣴育がẕ親と㐣ཤを共᭷する場に

なっていること㸪ẕ親になるのにࡩさわしい⎔ቃ㸪

ໟみ込まれてẕ親になれる実感をӐẕ性が育ࡘჾ

ӑとした。 

しかし㸪子育てをᡭఏうẕ親自㌟もまࡔ㸪子育

てが⤊わっておらず㸪௚のጜጒがẕ親に㣴育を౫

㢗する場合もあった。さらには⚾自㌟にも㸪第 2
子が生まれる場合もあった。このような≧ἣでは㸪

実ᐙとᡃがᐙとのቃ⏺がⷧくなり㸪どこかでᚲず

子育てが㸺ఇみなくὶれ⥆ࡅ（る）㸼㸪ᅄභ時中㸪

⚾とፉがẕ親とセットでいるたࡵ㸺関係が⥭ᐦに

なり（る）㸼㸪㝽㛫のなさを感じるようになって

いった。また㸪親子ࡺえに⪃え᪉や子どもへの᥋

し᪉がఝており㸪その㸺重なり（る）㸼が関係性

をさらにᐦにしていった。 

ḟ第に役๭のቃ⏺も⦆みࡔし㸪ፉをẕにあてが

ったり㸪役๭の㏫㌿という㸺関係のねじれ㸼が起

こる。特にẕ親と⚾㸪ፉの⤖びࡘきがᙉい場合に
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は㸪ኵをእす㸺␗ศ子እし㸼というᙧで現れた。 

この時期は育てられるፉと㸪育てる⚾㸪ẕ親の

㣴育性が㸪ࢲイࢼミックに動きΰじり合って㸪ྛ

ୡ代が㣴育という目的のたࡵに㸪✺き動かされて

いく時期であった。この時期のୡ代の関係性の質

をとらえるᴫ念として㸪カテࣜࢦーをӐୡ代の力

動ӑとした。๓㏙の㸺␗ศ子እし㸼も㸪Ӑୡ代の

力動ӑにӐዪ性性ӑがຍわり㈇にാいたものであ

り㸪子育てがዪ性のみで᏶⤖してしまうᚋ᜼がㄒ

られた。 

しかし一᪉では㸪Ӑዪ性性ӑ㸻㸺ዪとして㐃な

るということ㸼に⫯ᐃ的な意࿡࡙ࡅが多くみられ

た。ୡ代性のཷࡅᡭのẁ㝵では意㆑されない㸪Ӑ

ዪ性性ӑが⧅ࡂᡭになると意㆑されるようになり㸪

コーᩘࢻも６と多い。 

その上㸪ẕ親ୡ代もዪ性としてまࡔⱝく㸪ࣂイ

タࣜテ࢕ーにあࡩれ㸪向上心から⚾やፉに㐣๫な

期待をかࡅたり㸪ፉを⁒ឡすることもあった。活

性໬した࢚ࢠࣝࢿーをあらわすᴫ念をӐ生の࡯と

 。しりӑとしたࡤ

これまでみてきたように㸪㸺ዪ性として㐃なる

（ということ）㸼ྛୡ代は㸪᪂しく「ẕ親」にな

った⚾にാきかࡅ㸪あたかもḟୡ代の「ẕ親」を

生みฟす㸪子ᐑのようにᶵ⬟する。このようなാ

きから㸪Ӑẕ性が育ࡘჾӑ㸪Ӑୡ代の力動ӑ㸪Ӑ

ዪ性性ӑ㸪Ӑ生の࡯とࡤしりӑを⥲ᣓさせるカテ

 。たࡅࡘとࠚーとして࠙⫾動ࣜࢦ

࠙⫾動 ではなく㸪ࡅࡔࡴは᪂しい「ẕ親」を生ࠚ

関係性も཰⦰させ㸪⚾のෆ的య㦂をಁす。きっか

は㸪ፉの⹫言Ⓑや୙登ᰯ㸪཯ᢠ期の長引き㸪ኵࡅ

の୙㈆などᵝ々であるが�㐣ཤにᮍ解Ỵな問題が㸪

ፉの子育てにもᙳ㡪していたことに気࡙いた⚾は㸪

㸺ẕと�の�ᑐỴ㸼したり㸪また㸪㣴育の୺導は自

ศにあると気࡙き㸺ẕ親�⚾�にしかできないこと

㸼をやり㐙ࡆ㸪自ಙを取りᡠす⤒㦂をする。さら

には㸪♽ẕとẕ㸪自ศそしてፉというࡘながりを

᣺り㏉り㸪自ศは♽ẕやẕがやってきた㣴育の⥅

ᢎ者であると自ぬする㸺関係性の中で自ศの❧ち

఩置を▱る㸼⤒㦂も㸪ここでのෆ的⤒㦂にྵまれ

る。これらのㄒりはいずれも㸪「ẕ親」のỴ᩿とぬ

ᝅをにじませるものであった。 

ここで注目す࡭きは㸪ୡ代性のཷࡅᡭのẁ㝵で

みたӐ動と㟼ӑのኚ໬からの࠙Ἴ動ࠚである。思

᫓期や๓㟷年期の㸪ಶとしてのኚ໬を⤒㦂して㸪

そのኚ໬が㸪ẕୡ代と共᭷できていた場合は㸪ⴱ

⸨やᶍ⣴のない㸪㸺⚾にしかできないこと㸼や㸺

関係性の中で自ศの❧ち఩置を▱る㸼⤒㦂をした

のにᑐし㸪㸺⛎ࡵていた思い㸼をᣢࡘ者㸪思᫓期

や๓㟷年期㸪ẕや♽ẕとのかかわりにࡘいて㸪ㄒ

る࡭きෆᐜがないと⟅えた者㸪また㸪ኚ໬の⤒㦂

がಶ人の⤒㦂ෆにとどまり㸪ẕୡ代にఏわってい

ない場合には㸪大きなⴱ⸨య㦂としてㄒられたこ

とである。 

まり㸪ẕ親自㌟も㏞い㸪཯ᢠや཯஘に付き合ࡘ

い㸪ኚ໬を２人で共᭷できたとㄆ㆑できている場

合㸪あるいは㸪ෆ的気࡙きであっても㸪ẕ親が⚾

の気࡙きの⤒㦂をᐹ▱しており㸪஫いにそのこと

を共᭷できたと�ㄒりの中でㄒられた場合はⴱ⸨

のないෆ的⤒㦂であった。 

このような㸪ୡ代性のཷࡅᡭの࠙Ἴ動ࠚからᙳ

㡪をཷࡅた㸪⧅ࡂᡭとしての⤒㦂を㸪Ӑ⚾はここ

にいるというయ㦂ӑと名付ࡅ㸪᪂しいಶの࠙ ㄌ生ࠚ

というカテࣜࢦーで㸪一㐃のኚ໬を⧳ࡵた。 

࠙ㄌ生ࠚを⤒㦂した⚾は㸪ፉୡ代に引き⥅ࡂた

いものとして㸪┿っ先に㸺ឿឡ㸼をᣲࡆた。それ

は༢に親子関係にとどまらず㸪ᙅ者にᡭをᕪしఙ

⪂のឡとㄒった。また㸪ࡵる力㸪㈼く生きるた࡭

年期になっても๓向きなẕのጼから㸪㸺生きたい

というḧồ㸼の࣏ࢪテࣈ࢕な㠃をᡭ本にしたいと

感じていた。  

そしてఱよりも㸪今㸪自ศがあるのは㸪ẕが自

ศを生んでくれたからであると㸪⾑のࡘながりに

思いをはせた。ẕとྠじ要㡿でᐙ事をする⧅がり

を感じ㸪௙事を㈇うᖾせに気࡙き㸪ᗂᑡ期はẕの

ປാに心を③ࡵたが㸪ປാがあってẕはᖾせࡔっ

たのࡔ㸪と᣺り㏉った。 
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♽ẕやẕからཷࡅ⥅いࡔものにࡘいて㸪၏一↓

஧の⛥ᑡさから࠙ᐆࠚを上఩カテࣜࢦーとし㸪㸺

それࡒれが㈇う࡭き௙事㸼があるᖾ⚟をӐస業ӑ㸪

యや⾑のࡘながりをӐDNAӑ㸪 㸺ឿឡ㸼と㸺生

きたいというḧồ㸼を合わせて㸪Ӑឡと࢚ࢠࣝࢿ

ーӑと⧳ࡵた。 

 

Ⅳ 考察 

 ୡ代性のཷࡅᡭとしてのプࣟセスは㸪」ᩘのୡ

代から㸪ୡヰやឡ᝟といった㣴育性を⏑ཷしなが

らも㸪自㌟の置かれた㣴育⎔ቃやྛୡ代の関係性

から㸪自㌟がཷࡅるୡ代性の特質を意㆑し♫఍と

のẚ㍑を㏻して㸪その特質を自㌟の人生に意࿡࡙

るプࣟセスと᥎ᐹされる。この一㐃のὶれは㸪ࡅ

ಶ人のライࣇサイクࣝにおいて⤒㦂される。 

一᪉ୡ代性の⧅ࡂᡭのプࣟセスとは㸪㣴育され

る者㸪㣴育する者㸪㣴育しながらᢏ⾡や▱ᜨをࡘ

なࡆる者とが㸪ྠ じ㣴育⾜動という目ᶆのたࡵに㸪

一時ྠじ時㛫を共᭷する㸪ୡ代㛫サイクࣝにおい

て⤒㦂される。 

したがって㸪⧅ࡂᡭのプࣟセスとは㸪⧅ࡂᡭが㸪

ಶ人のサイクࣝでのཷࡅᡭと⧅ࡂᡭ཮᪉の⤒㦂を

合わせ㸪ୡ代㛫サイクࣝでの⤒㦂に஫᥮させるこ

とと᥎ᐹされる。 

 本研究では㸪ཷࡅᡭが㸪᭱も㣴育性をཷࡅたᗂ

ᑡ期に㸪Ᏻ心感にᏲられ㸪♽ẕやẕのᏑ在に౫Ꮡ

しながら㸪成長していった㐣⛬がㄒられた。この

ようなឡ᝟を㸪ୡ代性のᬑ㐢的ഃ㠃とするならࡤ㸪

自㌟の置かれた⎔ቃや㸪」ᩘのୡ代のかかわりか

らは多くの特質がᣲࡆられ㸪これをୡ代性のಶู

的ഃ㠃とᤊえることもできうる。 

ᗂᑡ期はこのようなୡ代性のᣢࡘಶู的ഃ㠃に㸪

㯲ᚑするࡔࡅࡔったが㸪思᫓期や๓㟷年期におい

ては㸪ಶ人の特質に応じたኚ໬というᙧでᑐ応し

ている。 

 これらのኚ໬は㸪⧅ࡂᡭのプࣟセスにおいて㏻

㐣する㸪「ẕ親」としてのಶの⤒㦂にᙳ㡪をཬࡰす

ことが♧され㸪ኚ໬の時に㸪ẕ親が応⟅性をᣢっ

ていることが㸪そのᚋの⧅ࡂᡭのプࣟセスの㏻㐣

には重要であることが♧၀された。 

このような応⟅性は㸪一᪉では本研究にもみら

れたように㸪思᫓期のፉの心理的༴ᶵに㐃動して

起こった㸪「ẕ親」のಶとしてのయ㦂とも⪃えられ�

୸ᓥら（୸山௚㸪1998）（୸山㸪2000）はErikson
の「ୡ代性」のᴫ念にゐれたうえで㸪͆中年期の親

の心理♫఍的༴ᶵは㟷年期の子どもとの相஫性が

ある͇と㏙࡭㸪一（1999）℩ࣀも㸪ፉが自己の☜

❧を᥈る中㸪ẕ親にもಶとしての自❧をồࡵ㸪ẕ

親もそれに応じることで自ศを見ࡵࡘなおし㸪中

年期の༴ᶵを஌り㉺えた研究事例をᣲࡆている。 

思᫓期㸪๓㟷年期におࡅるಶ人的ኚ໬を㸪アイ

デンテ࢕テ࢕の☜❧と௬ᐃするならࡤ㸪ୡ代性の

る㸪ಶのయ㦂を「ẕ親」ࡅᡭのプࣟセスにおࡂ⧄

としてのアイデンテ࢕テ࢕☜❧と௬ᐃすることも

できうる。 

ᒸ本（1994）はアイデンテ࢕テ࢕達成の課題は

㟷年期に㝈らず生ᾭを㏻して⧞り㏉し෌యไ໬さ

れるものであること㸪親の役๭にᇶ࡙く中年期の

発達課題の達成はアイデンテ࢕テ࢕の達成と関係

していることを指᦬している。 

Eriksonのᐃ⩏�1982/2001�にᚑえࡤ㸪本研究

において⪃ᐹされた㸪⧅ࡂᡭのプࣟセスにおࡅる㸪

「ẕ親」としてのಶの⤒㦂が㸪ಶ人のライࣇサイ

クࣝとୡ代㛫のライࣇサイクࣝを⤖びࡅࡘる㸪「ୡ

代性」の⤒㦂であるྍ⬟性が♧され㸪さらに「ୡ

代性」の生成には㸪ಶ人のライࣇサイクࣝにおࡅ

るಶの⤒㦂を㸪㞄り合うୡ代が㐃動して⤒㦂し㸪

ୡ代㛫サイクࣝにおࡅる」ᩘのୡ代の⤒㦂に置き

᥮えるᚲ要性が♧၀された。 

す平（2014）はErikson �1982/2001�が㸪「ୡ

代性」をୡ代とୡ代の関係であると指᦬したこと

をᣲࡆ㸪中年期の発達課題である͆「ୡ代性」とは㸪

๓ୡ代から引き⥅ࡅࡔࡄでなく㸪ୡ代㛫サイクࣝ

の中でୡ代生成をすることである と͇㏙࡭ている。 

したがって本研究におࡅる㸪「ẕ親」のアイデン

テ࢕テ࢕達成の⤒㐣をBradley&Marcia（1998）
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による「ୡ代性」の5タイプから⪃ᐹした場合㸪

「ୡ代性」の意㆑やែᗘが㸪ಶに傾ಽしࡘࡘも（͆ ಶ

య性 ）͇௚者に向く͆ 関係性 と͇の㛫を⾜きࡘᡠり

にかかわる⾜動に⛣⾜し࢕テ࢕し㸪アイデンテࡘ

たことで㸪͆⣠ษりᆺ ・͇͆ 㠀ಶ性ᆺ を͇ᅇ㑊し㸪͆೵

⁫性͇に至らず「ୡ代性」の達成がྍ⬟になった

と᥎ᐹできる。 
さらに一㐃の⤒㐣は㸪ᒸ本（����）がୡ代性の

達成には୙ྍ欠とᐃ⩏した͆ձ௚者へのアイデン

テ࢕テ࢕のᢞ௻（☜❧されたアイデンテ࢕テ࢕で

もって௚者へコミットすること）ղ↓ᡃ性（自己

中心的ではない௚者への関心と関与）͇とᴟࡵて㏆

しい⤒㦂であることが♧された。 

しかし㸪思᫓期・๓㟷年期のアイデンテ࢕テ࢕

の☜❧が「親㞳れ」の文⬦で論じられるのと㐪い㸪

中年期のアイデンテ࢕テ࢕☜❧は㸪ᑐ㇟者が㸪ཷ

ୡ代性を「ᐆ」とホしたように㸪ୡ代㛫ࡔい⥅ࡅ

を⤖びࡅࡘるᶵ⬟があると⪃ᐹできる。

Sullivan&Sullivan�1980�は㸪アイデンテ࢕テ࢕

☜❧は㸪༢に親から⢭⚄的・物理的に㞳れること

ではなく㸪親との関係においてឡ᝟・相஫஺΅・

‶㊊感を⤒㦂することで㸪より⊂❧性を増すとし

ている。 

また㸪McAdams et al.（1993）が指᦬したよう

に㸪ୡ代性のཷࡅᡭと⧅ࡂᡭのプࣟセスにおいて

は㸪ಶ人ᅛ᭷のᵝᘧがみられた。ཷࡅᡭのプࣟセ

スでは㸪ᗂᑡ期におࡅる㸪♽ẕ㸪ẕの関係性や㸪

自㌟の㣴育⎔ቃにおいて㢧著であり㸪⧅ࡂᡭのプ

ࣟセスでは㸪ፉを育てる㐣⛬で㸪ẕ㸪⚾㸪ፉの関

係性のあり᪉をࡄࡵりᵝ々なᵝᘧがみられた。 

しかし㸪McAdams et al.（1993）の୺ᙇには2
㏻りの⪃え᪉がྍ⬟である。ࡘまり㸪」ᩘのୡ代

が合わさり㣴育⾜動を㏻じてୡ代性が⥅ᢎしてい

く㸪ୡ代㛫サイクࣝにおࡅるୡ代性が㸪♫఍的・

Ṕྐ的文⬦のᙳ㡪をཷࡅるのか㸪ಶ人がそれࡒれ

の時代や♫఍を生き㸪そこでᵓ⠏されたୡ代性を

ᣢちより相஫にᙳ㡪をཬࡰしながら関係性がసら

れている㸪ಶ人サイクࣝにおࡅるୡ代性が㸪ᙳ㡪

をཷࡅるのかである。♽ẕୡ代は඲員がᡓத⤒㦂

者であり,ᡓ๓とᡓᚋでは人々のイデ࢜ࣟࢠーは

大きくኚ᥮した。したがって㸪ཷࡅᡭのプࣟセス

においては㸪ಶ人サイクࣝにおࡅるୡ代性が㸪Ṕ

ྐ的文⬦からᙳ㡪をཷࡅたことが᥎ᐹされる。ຍ

えて㸪ᆅ᪉に在ఫするᑐ㇟者では㸪本㑥に特ᚩ的

な㸪ᐙไᗘに関㐃したㄒりが多くᢳฟされ㸪ᆅᇦ

による文໬的文⬦のᙳ㡪が♧၀された。 
一᪉㸪ୡ代性の⧅ࡂᡭのプࣟセスにおいては㸪

現代の高㱋໬♫఍に特ᚩ的なᙳ㡪をཷࡅていると

᥎ᐹされる。ࡘまり᫇であれࡤ㸪㞃ᒃの年㱋であ

るẕୡ代が࢚ࢠࣝࢿッシࣗに動き㸪㣴育⾜動を支

える㈨※になっているというⅬである。これらは㸪

ୡ代㛫サイクࣝにおࡅるୡ代性が㸪♫఍的な文⬦

からᙳ㡪をཷࡅた例と⪃ᐹされる。 
また㸪やま（1988）ࡔは㸪͆ ࡴࡘࡘ 㸪͇͆ Ᏺる 㸪͇

͆入れる͇といったᵓᅗに見られるẕ性的なᴫ念

に╔目しているが㸪本研究におࡅるㄒりにも�共㏻

のᴫ念がみられた。ᗂᑡ期には「Ᏻ心感にໟまれ

ている」というカテࣜࢦーが㸪ᗂいፉを育てる時

期には㸪「ẕ性が育ࡘჾ」といったカテࣜࢦーがᢳ

ฟでき㸪このカテࣜࢦーは「実ᐙがᡃがᐙを୸ࡈ

とໟࡴ」というコーࢻをྵんでいる。 

これらのカテࣜࢦーやコーࢻをẚ㍑すると㸪ᗂ

ᑡ期では「ໟまれている」のはಶ人である。㣴育

者となってからは㸪「ໟまれている」のは」ᩘのୡ

代が㞟うᐙ᪘であり㸪そのᗂ子はᐙ᪘にໟまれる

という㸪入れ子のᵓᅗを成す。 

ୡ代の関係性の᭱もཎึ的ഃ㠃を㸪࿨の㐃㙐と

するなら㸪これらのᵓᅗは㸪その㐃㙐の本質を➃

的に表していると⪃ᐹされる。 

᭱ᚋに本研究の問題Ⅼを㏙࡭る。本研究の目的

に↷らし合わせれࡤ�調査ᑐ㇟はẕ⣔ 4 ୡ代がᮃ

ましい。しかし本研究においては㸪∗᪉の♽ẕと

ྠᒃしていたᑐ㇟者が 1 名おり�その場合も調査

のᑐ㇟にྵんでいる。そのたࡵ㸪データにᆒ一性

が☜ಖされていないことが問題Ⅼとしてᣲࡆられ

る。 
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「生Ṫ」というᴫ念を᭷する「ୡ代性」は㸪⾑

⦕関係にあるୡ代㛫でより⥭ᐦになることが᥎ᐹ

され㸪∗᪉㸪ẕ᪉などの⥆᯶による親ᐦᗘの㐪い

を㸪Eisenberg�1988�は͆Kinship͇と名付ࡅて

いる。๓ཎ・㔠ᇛ・✄㇂�2000�による大学生と高

ᰯ生の意㆑調査では㸪男子は♽∗ẕの⥆᯶による

ホ౯の㐪いを♧さなかったのにᑐし㸪ዪ子は∗᪉

の♽∗ẕよりもẕ᪉の♽∗ẕにᑐして㸪より高い

ホ౯を♧し㸪特にẕ᪉♽ẕのᏑ在に特ูな意⩏を

与えていたと報告している。 

本㑥ではྂくから㸪ዪ性が⤖፧ᚋも実ᐙとの⤖

びࡘきがᙉい傾向にある。᭱㏆ではᬒ気のప㏞に

より㸪ⱝ年の親ୡ代が⤒῭的にᏳᐃしている♽∗

ẕୡ代と⤖びࡘく傾向がより㢧著であり㸪特にᏞ

を介して3ୡ代が஺ὶしవᬤやᾘ㈝活動をᴦしࡴ

㝿にも㸪ẕ᪉の♽∗ẕに೫る傾向（໭ᮧ㸪2010）
が指᦬されている。 

本㑥にみられる特ᚩ的な自❧を�ᩪ⸨（2003）
は㸪親ඖからศ㞳・⊂❧するᙧᘧをᇶ本とした㸪

いわࡺるḢ⡿的な「ಶ人の自❧」は㸪表向きはᑛ

重されながら㸪親自㌟のᚲ要のたࡵ子どもを親ඖ

に引きとどࡵようとする傾向もみられ㸪͆本㑥の㟷

年にồࡵられている「自❧」には「本㡢と建て๓」

的な஧重ᵓ㐀があり㸪一㈏性に欠ࡅる͇と㸪㏙࡭

ている。 

このような傾向や特ᚩを㚷みると㸪ෑ頭ᣲࡆた㸪

ୡ代㛫の関係性の」㞧さを㸪よりス࣒ーࢬなୡ代

性の「ᚠ⎔」に⧅ࡆていくたࡵには㸪本㑥におい

ては特に㸪ẕ⣔͆Kinship͇からୡ代性を᥈⣴す

るᚲ要性があると᥎ᐹされる。 

 

＜付記＞ 

本✏は平成��年おⲔのỈዪ子大学生活⛉学㒊人㛫生

活学⛉発達臨床心理学ㅮᗙ在⡠時にᇳ➹した卒業論文

のෆᐜを෌ᵓ成し㸪大ᖜにಟṇ・ຍ➹したものである。

ࡆ指導を㈷りました஭ཎ成男教授にཌくᚚ♩⏦し上ࡈ

ます。 

 

＜ㅰ㎡＞ 

 本✏のᇳ➹にあたりࡈ指導いたࡔきました㸪おⲔのỈ

ዪ子大学大学院の篁倫子教授に㸪ཌくᚚ♩⏦し上ࡆます。 
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